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１．はじめに 

私たちの暮らしは、生態系から多くの恩恵を受け

ている。これらの生態系サービスが充実した港湾

域・沿岸域を目指すためには、豊かな生態系を形成

する多様な生物の生息場の再生が強く望まれる。そ

の生息環境を実現するためには、多様な生物に対し

て、生活史に伴う生息場の移動等の水域全体に渡る

生物の繋がりを考慮した生息場の最適な空間配置

（Seascape）をデザインする必要がある。しかし、

例えば東京湾の魚種だけでも約740種が生息してお

り、全ての種毎に生息場のデザインを検討すること

は現実的ではない。 

そこで、本研究では、Seascape検討の第1段階とし

て、東京湾で生息の確認された魚類を生息場利用様

式に基づいて類型化することを目的とした。 

２．方法 

東京湾の水深20 m以浅で確認される魚類の情報

を収集し，生息場を6タイプ（淡水域、干潟、砂浜タ

イプ、岩礁、深場、外海）に分類し、魚の成長段階

（卵、仔魚、稚魚、未成魚、成魚）毎に生息場タイ

プをまとめた。魚の確認された場所を「生育場」と

し、生育場のうち、卵や胎仔の確認された場所は「繁

殖場」とみなして区別した。 

３．結果 

本研究で扱った36種の魚類は、17種類の生息場利

用様式に類型化された。図1に例として4種類を示す。

類型化によって情報量は半減し、東京湾の魚類群集

全体の生息場利用の特徴を把握しやすくなった。 

またこの類型化によって、①全体の97%の魚種が

干潟を含む複数タイプの生息場を利用していること、

②利用する生息場タイプ数の少ない魚種ほど、繁殖

時に干潟に依存すること、③利用する生息場タイプ

数の多い魚種ほど、繁殖のために異なるタイプの生

息場間の移動を要することが示された。 

４．おわりに 

この研究を発展させ、多様な生物に対する

Seascapeのデザイン手法を開発することにより、長

期ビジョンを持った自然再生を戦略的・効果的に図

ることが可能になると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞詳細情報はこちら 

1) 国総研資料 No.809 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0809.htm 
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図1 類型化された魚類の生息場利用パターンの

例。矢印は推定される生息場間の移動、赤丸
は繁殖場を示す。 
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１．背景 

2014年12月に「まち・ひと・しごと創生長期ビ 

ジョン」及び「まち・ひと・しごと総合戦略」が閣 

議決定された。高度成長期以降、陳腐化・老朽化し 

た港湾の内港地区で、いわゆるウォーターフロント 

開発が行われてきた。こうした開発は一部に限られ、 

現在でも、沿岸域（港湾・海岸）における貴重な地 

域資源の活用が十分に行われているとは言い難い。 

地域振興への貢献のためにも、人口減少下の地域に 

おける交流人口拡大のためにも、沿岸域（港湾・海 

岸）における地域資源の発見・活用が益々、重要と 

なる。このため、沿岸域システム研究室においては、 

過去の国総研における蓄積1)等も活用しつつ、沿岸 

域の魅力的な地域づくりのための取り組みを開始し 

たので報告する。 

 

２．今年度の取り組み及び今後の研究の方向性 

今年度は、ウォーターフロント開発以降の開発事

例を収集し、空間整備の流れ及び課題等について把

握した。その結果、近年の空間整備の特徴としては、

大規模な再開発が一段落する一方、 

・住民参加等による取り組みの増加 

・倉庫等既存施設の有効活用事例の出現 

・高潮・津波対策等に伴う再整備の需要 

等が挙げられること、また、課題としては、 

・（沿岸域に位置していながら）その魅力（立地特

性）を十分に活かしきれていない事例 

・（開発した地区では成功しているものの）既存背

後市街地との連携が不十分である事例 

等があることが分かった。また、７月には港の地域

資源の発掘・活用の試みとして「歴史と風景から『み

なとヨコスカ』の魅力を探る講演会」を開催した。 

今後は、更なる事例の評価・分析とともに、以下

のような観点に留意しつつ地域資源の活用方策等に

ついて分析を行ない、沿岸域の魅力的な地域づくり

にあたってのポイント等をとりまとめた手引きや参

考事例を整理した資料集成等を作成することとして

いる。 

・産業立地や物流ネットワークの再編に際しての

地域資源の活用 

・海上交通ネットワーク（物流・人流）を踏まえ

た一地方公共団体の範囲を越えた広域における

連携等、海・港からみた地域資源の活用 

・高潮・津波対策等防災面における整備に際して

の地域資源の活用、特に国内外の各種事例の適

用可能性等の検討（写真） 

なお、研究にあたっては有識者等と連携するほか、

シンポジウム、講演会等による情報発信を行う。 

  

写真 護岸上がプロムナードになっている海外事例

（サン・マロ、フランス） 
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